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専
門
医
以
外
に
は
難
し
い
と
さ
れ
る
漠
方
独
特
の
診

断
法
を
、I
T

を
活
用
し
て
広
く
普
及
さ
せ
ら
れ
な
い

か
ー
。
漠
方
の
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
、
厚
生

労
働
省
な
ど
の
研
究
費
で

2
0
0
8

年
か
ら
進
ん
で
い

る
。
目
標
は
、
国
際
的
に
も
分
か
り
や
す
い
診
断
の
糠

準
化
。
ま
だ
道
半
ば
だ
が
、
完
成
す
れ
ば
漠
方
が
も
っ

と
身
近
に
な
リ
そ
う
だ
。

▽
9

割
が
処
方
約

9

割
に
上
る
。1
0年
末
時
点

現
在
、
健
康
保
険
で
使
え
る
の
医
師
数
（
約

2
9万
5

千
人
）

漠
方
薬
は
約15
0

種
。
業
界
に
単
純
に
当
て
は
め
る
と
、
全

団
体
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
常
国
で
2
6万
人
以
上
が
漠
方
薬
を

診
療
で
漠
方
薬
を
使
用
し
て
い
処
方
し
て
い
る
計
算
だ
が
、
日

る
医
師
（
眼
科
、
美
容
外
科
な
本
東
洋
医
学
会
が
認
定
し
た
漠

ど
一
部
の
診
療
科
を
除
く
）
は
方
専
門
医
は

2
千
人
余
リ
。
「
大
‘
“
i

半
は
専
門
的
な
知
識
が
な
い
ま
‘
・

ま
、
四
洋
医
学
の
薬
の
代
用
と

し
て
わ
ず
か
な
漠
方
薬
を
使
っ

て
い
る
の
が
実
態
」
と
研
究
代

表
の
渡
辺
賢
治
慶
応
大
教
授

I 
--ｷ 

渡辺賢冶
慶応大教捜

漢
方
の
診
断
法

ーベ

恵
者
が
自
覚
症
状
な
ど
を
入
力
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

画
面
（
渡
辺
腎
治
氏
提
供
‘
液
晶
画
面
は
、
は
め
込
み
合
成
）

. 
’’ 
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I
T

で
支
援
シ
ス
テ
ム
開
発
進
む

笈
ヘ

▽
半
世
紀

物
理
学
賞
は
英
国
の
ピ
ー
タ
ー

・
ヒ
ッ
グ
ス
氏
と
ベ
ル
ギ
ー
の
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ン
グ
レ
ー
ル
氏
。

2

人
が
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
存
在
を

予
言
す
る
内
容
の
論
文
を
発
表
し

た
の
は1
9
6
4

年
。
そ
れ
か
ら

約
半
世
紀
後
の
昨
年
7

月
、
欧
州

合
同
原
子
核
研
究
所
(
C
E
R
N
)

は
加
速
器
を
使
っ
た
実
験
で
、
新

粒
子
発
見
を
発
表
し
た
。
実
験
に

は
日
本
の
企
業
の
技
術
が
使
わ
れ

多
く
の
研
究
者
も
参
加
し
た
が
、

実
験
チ
ー
ム
か
ら
受
賞
決
定
者
は

＇
目

ai

＂
嶋
繭
繭
H
.
l
I

E血
ー
漏
は
塁
玉

ペ

2
0
1
3

年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
自
然
科
学
分
野
は
、
物
碑
学
は
物
質
に
質
量
を
与
え
る

「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
」
、
医
学
生
理
学
賞
は
細
胞
内
で
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
渾
ぶ
「
小
胞
輸

送
」
、
化
学
賞
は
化
学
反
応
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
計
算
法
の
開
発
に
決
ま
っ
た
。
い
ず
れ

も
現
代
科
学
の
礎
と
い
え
る
研
究
。
物
理
学
の
「
標
準
理
論
」
で
予
想
さ
れ
た
素
粒
子
は

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
発
見
で
全
て
そ
ろ
っ
た
が
、
物
理
学
に
は
未
解
明
の
謎
も
山
槙
し
て
お
り
、

際
準
理
論
を
超
え
る
新
し
い
理
論
の
探
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。

出
な
か
っ
た
。

日
本
の
デ
ー
タ
解
析
の
責
任

者
、
浅
井
祥
仁
東
京
大
教
授
は
「
個

人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
な
の
で

（
実
験
が
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た

の
は
）
残
念
。
た
だ
授
質
理
由
で

チ
ー
ム
に
言
及
し
て
く
れ
て
う
れ

し
い
」
と
話
す
。

顧
準
狸
論
で
は17の
素
粒
子
が

予
想
さ
れ
、
全
て
見
つ
か
っ
た
。

だ
が
宇
宙
の
大
半
を
占
め
る
と
考

え
ら
れ
る
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
暗

黒
物
質
は
説
明
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
解
明
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
な
い
の
が
、C
E
R
N

の
加
速

器
よ
り
弾
力
な
次
世
代
加
速
器

「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
」
。

日
本
へ
の
誘
致
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
小
林
誠
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

器
研
究
機
構
特
別
栄
誉
教
授
(
2

A
し

`
r
 

、
一
恩
＼

口
一
込
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写
真0
1
1欧
州
合
同
原
子
核
研
究
所(C
E
R
N
)
で
2
0
1
2

年
7

月
、
新
粒
子
発
見
の
発
表
後
、
あ
い
さ
つ
す
る

ピ
ー
タ
ー
・
ヒ
ッ
グ
ス
氏
（
右
）
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ン
グ
レ
ー
ル
氏

(
C
E
R
N提供
）
‘
e
I
I
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生

理
学
賞
受
賞
決
定
後
、
講
演
す
る
ジ

H
ー
ム
ズ
・
ロ
ス
マ
ン
氏
（
ロ
イ
タ
ー

1
1共
同
）
、0
1
1ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
受

賞
決
定
後
、
記
者
会
見
す
る
マ
ー
テ
ィ
ン
・
カ
ー
プ
ラ
ス
氏

(
Ap
1
1共
同
）
＇

,
I
l
·

ー
、
．

1
1
,
1
1
9

i

や
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の

1
1

積
み
荷
“

を
小
胞
と
い
う
”
ト
ラ
ッ
ク

I
Iが

運
ぶ
仕
組
み
。
異
常
が
あ
る
と
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
る
こ

〖]
[
]
]
7

』
[

―
一
ー
プ
ラ
ス
氏
ら
米
国
の

3

人
。
新

た
な
計
算
手
法
の
開
発
は
、
授
賞

狸
由
で
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
試

験
管
と
同
じ
ぐ
ら
い
重
要
な
実
験

勺
道
具
と
な
っ
た
」
と
紹
介
さ
れ
た
。

D
P
A
通
信
に
よ
る
と
、
カ
ー

0
0
8

年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
）
プ
ラ
ス
氏
は

1
9
3
0

年
、
ウ
ィ

は
「
新
し
い
輝
論
の
手
掛
か
リ
を
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
の
家
庭
に

、
得
る
の
に
大
き
な
力
に
な
る
」
と
生
ま
れ
た
が
、

3
8年
に
ナ
チ
ス
の

期
待
す
る
。
迫
害
か
ら
逃
れ
渡
米
し
た
。

▽
ト
ラ
ッ
ク
＇
カ
ー
プ
ラ
ス
氏
の
も
と
で
大
学

医
学
生
碑
学
賞
は
、
ジ
ェ
ー
ム
院
時
代
を
過
f
J
し
た
大
峯
巌
分
子

ズ
・
ロ
ス
マ
ン
氏
ら
米
国
の
3

科
学
研
究
所
長
に
よ
る
と
、
研
究

人
。
小
胞
輪
送
は
、
タ
ン
パ
ク
質
に
は
厳
格
で
、
完
壁
な
結
果
に
な

ら
な
い
と
論
文
発
表
を
評
さ
な

い
。
大
峯
さ
ん
は
「
学
生
の
ほ
と

ん
ど
が
苦
し
ん
だ
」
と
振
り
返
る
。

何
度
か
来
日
し
「
京
都
で
日
本

画
を
宣
い
、
広
島
の
宮
鳥
を
満
喫

し
て
い
た
。
ス
ッ
ポ
ン
を
一
度
に

2

匹
平
ら
げ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

だ
」
と
大
峯
さ
ん
。
広
島
の
原
爆

被
害
や
東
日
本
大
農
災
に
も
頭
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
非

常
に
多
オ
で
、
時
に
は
フ
ラ
ン
ス

の
―
―
―
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
で
シ
ェ
フ

を
務
め
、5
月
に
は
パ
リ
で
写
真

の
個
展
を
開
い
た
。

（
内
科
と
漠
方
が
専
門
）
は
話

す
。
．

漠
方
は
、
患
者
の
症
状
だ
け で

な
く
体
質
に
も
着
目
し
、
『
個
別
化
医
療
』
を
目
指
す
点
、

「
証
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
人
検
査
結
果
よ
リ
も
患
者
の
訴
え

の
タ
イ
プ
に
合
わ
せ
た
薬
を
選
を
重
祖
す
る
点
で
、
漠
方
は
よ

ぶ
。
こ
の
た
め
、
西
洋
医
学
的
り
患
者
目
線
に
立
っ
た
医
療
と

な
病
名
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
言
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
渡

漠
方
で
は
患
者
に
よ
っ
て
用
い
辺
さ
ん
。
だ
が
、
証
の
見
立
て

盃
楽
が
異
な
る
と
い
う
特
徴
が
は
医
師
の
専
門
知
識
や
経
験
に

あ
る
。
基
づ
い
て
お
り
、
分
か
り
ゃ
す

「
患
者
一
人
．
一
人
に
最
遁
な
い
客
観
的
基
準
が
な
い
。
「
こ

れ
で
は
せ
っ
か
く
漠
方
薬
を
使

っ
て
も
、
良
さ
を
十
分
に
引
き

出
せ
な
い
」
と
、
一
般
医
師
向

け
の
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
取
リ
組
む
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。

ヽ
▽
自
覚
症
状
を
入
力

そ
の
第1
段
階
と
し
文
患

者
が
自
分
の
自
覚
症
状
や
体
質

を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
画
面
で
入
力

す
る
「
問
診
シ
ス
テ
ム
」
を
製

作
し
た
。

患
者
は
画
面
に
表
示
さ
れ
る

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
里
を
包
む
ガ
ス
零
か
ら
分
子
流
が

出
て
、
繭
の
よ
う
に
な
っ
た
様
子
の
想
像
図
（
国
立
天
文

台
提
供
）

る
ガ
ス
が
高
密
度
で
集
ま
る
わ

し
座
の
暗
黒
星
祟
を
観
測
。
皐

雲
中
の
メ
タ
ノ
ー
ル
分
子
の
分

析
か
ら
、
ガ
ス
の
温
度
は
零
下

繭
が
並
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
1
4
0

度
と
推
定
し
た
。

の
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
リ
の
若
ガ
ス
雲
は
こ
れ
ま
で
に
見
つ

い
星
を
取
リ
巻
く
ガ
ス
雲
か
ら
か
っ
た
典
型
的
な
も
の
よ
り
約

噴
き
出
し
た
分
子
の
流
れ
。
竃
1
0倍
大
き
く
、
チ
ー
ム
は
「
星

気
通
信
大
な
ど
の
チ
ー
ム
が
南
が
誕
生
す
る
過
程
は
、
こ
れ
ま

米
チ
リ
の
ア
ル
マ
望
逮
鏡
で
観
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
リ
も
多

測
、
想
像
図
を
描
い
た
。
様
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
し

チ
ー
ム
は
、
星
の
材
料
と
な
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
証
の
一
部
に
つ

い
て
は
、
患
者
の
画
面
入
力
に

華
づ
い
て
専
門
医
の
診
断
に
近

い
結
果
を
導
く
こ
と
が
で
き
る

「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」
「
暑
が
り
」
よ
う
に
な
っ
た
が
、
施
設
に
よ

な
ど
数
百
項
目
の
質
問
や
逮
択
っ
て
特
定
の
証
の
診
断
が
多

肢
へ
の
答
え
を
入
力
。
漠
方
専
い
、
少
な
い
と
い
っ
た
、
い
わ

門
医
に
よ
る
診
断
結
果
と
照
合
ば
「
癖
」
の
よ
う
な
傾
向
が
見

す
る
こ
と
で
、
適
切
な
診
断
に
つ
か
り
、
客
観
的
な
革
準
の
確

つ
な
が
る
問
診
項
目
を
絞
り
込
立
に
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
な

ん
で
い
っ
た
。
デ
ー
タ
の
集
糠
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
渡

は
1
0年
に
ま
ず
慶
応
大
で
ス
タ
辺
さ
ん
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
成

ー
ト
。
そ
の
後
、
富
山
大
、
千
果
を
革
に
シ
ス
テ
ム
の
改
良
を

葉
大
な
ど
計7
施
設
に
広
げ
、
続
け
る
方
針
だ
。

最
終
的
に
患
者
約
6
2
0
0人
▽
別
の
事
情

分
、
約3
万
5

千
件
の
デ
ー
タ
漠
方
診
断
の
糠
準
化
を
渡
辺

奎
め
、
1
4
8

の
問
診
項
目
さ
ん
ら
が
自
摺
す
背
景
に
は
、

を
選
び
出
し
た
。
別
の
事
情
も
あ
る
。
日
常
の
診

療
に
加
え
死
因
な
ど
の
統
計
に

も
使
わ
れ
る
世
界
保
健
機
関

(
W
H
o
)の国
際
疾
病
分
類

が
2

年
後
(
1
5
年
）
に
改
定
さ

れ
、
日
本
②
漠
方
を
含
む
東
ア

ジ
ア
の
伝
統
医
学
の
診
断
項
目

が
、
四
洋
医
学
以
外
で
初
め
て

取
り
入
れ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。

漠
方
は
、
ル
ー
ツ
は
中
国
だ

が
日
本
で
独
自
に
発
展
し
た
。

「
そ
の
結
果
、
中
国
や
韓
国
の

醤
医
学
と
違
い
、
西
洋
医
学

を
学
ん
だ
医
師
が
漠
方
を
用
い

る
と
い
う
質
の
高
い
医
療
が
行

わ
れ
て
い
る
上
、
日
本
製
の
漠

方
薬
は
品
質
が
安
定
し
安
全
性

も
高
い
と
い
う
特
畏
が
あ
り
、

世
界
に
積
極
的
に
発
信
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
渡
辺
さ
ん

は
頭
調
す
る
。

将
来
の
国
際
化
を
に
ら
み
、

漠
方
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の

か
。
国
の
政
策
的
な
検
討
も
求

め
ら
れ
る
と
渡
辺
さ
ん
は
指
摘

し
て
い
る
。

（
共
同11吉
本
明
美
）

若い星、ガス雲から灌i、

物理学、新理論探究へ

:'•f,' 

ト
ン
ネ
ル
に
設
置
さ
れ
た

C
E

R
N

の
加
速
器
本
体
。
日
本
の

技
術
を
採
用
し
た
部
分
に
日
の

丸
が
付
い
て
い
る(
C
E
R
N

提
供
）

真

電気通信大など観測，乍五 -s ;:'- -—~上—ー·~., 
~ヽ， 一 9．た汎還息

ヽ

,

1

n

i
 , '~ 

学
生
の
愧
習

10月 22 日（火）

▽1906年セザンヌが死去後期印

象派のフランスの画家ポール・セザン

ヌが死去した。対象を単純化された幾

何学的な形臨としてとらえようとする

独自の作風をつくりだし、立体派に影

響を与えた。代表作に「サント・ビク

トワール山」。墓碑の22日死亡は誤記

との説も。

▽1990 （平成 2) 年オウムを益制

捜査熊本県警が新興宗教団体オウム

真巻［ （麻湧頁章繕琶巻在且、翡むアレフ）の

同県の修行キャンプ揚や静岡県の総本

部などを家宅捜索、頭制捜査に蓄手し

た。無届けの土池取得による国土利用

計画法違反容疑など。教団の青山吉伸

弁護士も逮捕された。

] 

第 25 回 物体の運動、力の規則性
【基本問題】＇’
(1) 2 カのつり合いの条件は、「2 カが 1 つの物体にはたらいている」「2 カの大きさが等じい」ことの他にもう 1
つある。その条件を簡潔に書け。 ' 

(2) 物体に 2 つの力がはたらいているとき、 2 つの力と同じはたらきをする 1 つの力を、何というか。
(3) 物体にはたらいている 1 つの力を 2 つの力に分けて考えるとき、その分けた 2 つの力をもとの力の何というか。
(4) 物体の運動は、速さと向きで表され、速さ (m/s) は「 I I(m) ＋移動にかかった時間 (s) 」で求めることがで
きる。ロニニコにあてはまる最も適当な語句を書け。

•(5) 自動車のスピードメーターが示す、刻々と変化する速さを何というか。 • 
(6) 物体の運動と同じ向きに一定の力がはたらき続けると、運動の速さはどのようになるか。簡潔に書け。
` (7)、一定の速さで、一直線上をまっすぐに進む運動を何というか。
(8) 他の物体から力がはたらかない場合、または、力がつり合っている場合、静止している物体はいつまでも静
止し、運動している物体はそのままの速さで (7) の運動を続ける。物体のこのような性質を何どいうか。
(9) 1 つの物体が他の物体に力を加えると、必ず同時にその物体から同じ大きさの逆向きの力を受ける。このこ

とを何の法則というか。

【演習問題】
高志さんは、台車の運動を調べるために、 1 秒間に 50 回打点をする記録タイマーを用いて、次の実験，I ~Ill を行っ
た。これらについて、あとの問いに答えよ。
［実験 I] 台車を水平な面の上におき、手で水平におしたところ、台車はまっすぐ進んだ。台車が手を離れてから

記録されたテープを 5 打点ずつ切って、左から順に紙にはりつけると、、図1 のようになった。
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［実験n] 図2のように、台車を斜面上で静止させ、静かに手を離した。このときの台車の運動を記録タイマーで
記録し、記録されたテープを 5 打点ずつ切って、左から順に紙にはりつけると、図3のようになった。

［実験III] さらに斜面の角度を変えて実験]Iと同様の実験を行うと、図4のようになった。
(1) 図 1 において、 aのテープの長さは7.6CII).であった。このテープに打点が記録された間の平均の速さは何cm／秒

::: I ：̀吏くこl；：ロ
＼：．｝｀：：亨：ゞ・｀、］口｀：；~；・墨J：翠i：.:、

(3) 分力
［基本問題解答］
(1) 2 カが一直線上にあり、向きが反対である。 （2) 合カ
(4) 移動距離 （5) 瞬間の速さ （6) 速さは速くなる。
(7) 等速直線運動 （8) 慣性 （9) 作用・反作用の法則 , 

［演習問題解答］
(1) 76cm／秒 (2) ①・・・エ、②…ア （3) ※右図
(4) ［実験］ II 、［理由］ ［例］斜面の角度が大きいほうが、斜面方向の力が大，
きくなり、速さの変化が大きくなるから。 ・乏：ジ娑...--...,,,.,_,..._.,. __,. 
［同解説】 全言
(1) 1 秒間に50回打点するタイマーが 5 回打点する時間は0.1秒であり、その~);\~え髯：訟じぎ云さ多娑む：:~ら急；

間に7.6cmだけ進んだので、平均の速さは、 7.6[cm] -:-OJ［秒］ ＝ 76[cm／秒］
(2) 等速直線運動では、速さは時間に関係なく一定になり、移動距離は時間に比例します。
(3) 重力 W が、力 A と力 B を 2 辺とする平行四辺形（長方形）の対角線となるように作図します。
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